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報告書 

 

申請者 
一般社団法人全日本知的障がい者スポーツ協会  

会長：斎藤 利之(Virtus Asia Sport Director) 

派遣名 

（日本語） 

第４回バータスアジア理事会 

2023-2027 

派遣名 

（英語） 

Virtus Asia Executive Committee ４ｔｈ Meeting 

2023-2027 

期間 令和 6年６月 1日（土）～令和 6年６月３日（月） 

宿泊先 

＜Check Inn Yangmingshan＞ 

URL:https://www.checkinn.com.tw/?page_id=7527 

電話：+886 02-2861-6661 

住所：No. 237, Gezhi Road, Shilin District, Taipei City 

参加者 

Mr. Patrick CHAN/President/Hong Kong 

Mr. Jack Pao-Ling LIN/Vice President/Chinese Taipei 

Dr. Jim LUK /Secretary-General/Hong Kong 

Mr. Hetzer SIU Hon/Treasurer/Macau 

＊Mr. Toshiyuki SAITO/Sports Director/Japan 

Ms. Dina TEMIRGALIYEVA/Co-Opt Member/Kazakhstan 

＊Mr. Hiro TANIGUCHI/Member at Large/Japan 

Mr. Aaron BENJAMIN/Member at Large/India 

 

Mr. Michael SHEN/In attendance/ Chinese Taipei 

Ms. Evelyn LAM//In attendance/Hong Kong 

Ms. Mio IIO//In attendance/ Macau 

Ms. Allison WONG/In attendance/Hong Kong 

必要機材 スマートフォン（写真撮影） 

 

 

 

 

 

 

 



【スケジュール】 

月/日（曜日） 時間 内容 

５/３1（金） 

 

～19:00 

1９:00 

19:25 

22:00 

各自移動 

東横 Inn到着 

夕食（事前打ち合わせ） 

ホテルに戻り就寝 

６/１（土） 

 

04:30 

05:15 

07:5５ 

10:３５ 

11:00 

11:30 

12:00 

14:30 

14:30 

 

1７:０0 

17:30 

18:00 

2１:00 

21:30 

起床（早朝のため、朝食なし） 

移動～羽田国際空港（シャトルバス） 

羽田国際空港発（CL２２３） 

松山国際空港（Taipei Songshan）着 

組織委員会ピックアップ（ワゴン） 

ホテル着 

ランチMTG（移動徒歩圏内） 

ホテル着（ここでチェックイン） 

当初予定していた「ITTF Fa20 Taipei City Para Open 2024」

視察の視察がキャンセルとなったため、再びホテルで情報交換 

移動～夕食会場 

夕食会場着 

公式晩餐会スタート（※写真１） 

移動～ホテル 

就寝 

6/2（日） 

 

07:00 

08:30 

10:30 

10;45 

12:15 

14:00 

1６:00 

18:00 

21:00 

21:30 

朝食 

第４回バータスアジア理事会 開始（※写真２・３・４） ※以下に詳細 

小休止 

Virtus Asia Workshop on Women in Para Sport（写真５） 

ランチMTG（同ホテル内） 

グループセッション（情報共有） 

観光（大雨） 

公式晩餐会スタート 

移動～ホテル 

就寝 

6/3（月） 

 

 

 

 

07:00 

08:00 

09:00 

０９:15 

11:30 

朝食 

チェックアウト～スポーツ庁・NPC台湾へ移動（写真６） 

スポーツ庁・NPC台湾着 

情報交換 

移動～ランチ 



6/3（月） 

 

12:00 

14:00 

15:30 

18:05 

22:20 

22:40 

ランチMTG 

移動～台湾１０１ 

移動～松山国際空港（Taipei Songshan）着 

松山国際空港発（CL２２２） ※３０分遅延 

羽田国際空港着 ※15分遅延 

（斎藤）帰宅 

（谷口）ホテル泊 

6/4（火） 

 

午前中 谷口移動（旭川へ） 

 

 

【第４回バータスアジア理事会】 

次第／議論内容 Agenda  

1. Confirmation of Previous Minutes  

➢ 事務局長より前回の議事録の確認が行われた。 

 

2. Standing Item  

 2.1 Treasurer's Report  

➢ 財務担当より、会計報告があり、満場一致で承認された。 

 

3. Matters Arising  

 3.1 2026 Virtus Asia Oceania Games  

➢ 未定。但し、インドおよびタイは、入札書類を提出しており、現時点ではいつ決

まるか分からない。選定委員会の動きはない。 

 3.2 Other Virtus Competition in Asia  

➢ ハーフマラソンがカザフスタンで行われた。ITTF の「パラオープン」が今回、台

湾で実施されている。その他については HPを参照してもらいたい。 

https://www.ittf.com/tournament/5600/2024-ITTF-Taipei-

Para-Open/ 

 3.3 Expansion of Asia Region  

➢ シンガポール・マレーシア・インドネシアで女性選手に関するセミナーが仮日程

で決まっている。オーストラリアのロビンさんが同政府からの助成金を頂いて

おり、開催資金はそこから捻出されている。 

 3.4 2027 Virtus Global Games  

➢ エジプトでの開催は決定している、追加情報は特にない 



 3.5 Website and Social Media  

➢ Virtus Aisaで独自のHPを開設することが承認された。またHPの他、SNS

なども活用し、積極的な情報発信を行う予定。今後、Virtus本部の承認が必要

となる。尚、これらにかかる費用に関しては、インドが全額負担することとなっ

た。発信する内容や HPの機能に関しては、今後、要相談。 

 3.6 Conference / Seminar for Virtus and Non-Virtus Members  

➢ 引き続き、非加盟国への積極的な情報提供などを行って行く。 

 

4. New Matters  

 4.1 Paris 2024 Paralympic Games  

➢ 参加できる理事は、是非とも参加して頂きたいとの事。 

 4.2 Australia – ASEAN Promotional Project  

➢ ロビン・スミスさんが自国外務省関連の予算を獲得している。彼女と連携しな

がら、引き続き、セミナー等の開催など連携強化に努める。 

 

5. A.O.B  

➢ 世界サイクリング連盟（UCI）アジア支部が開催する大会に II の選手のエントリ

ーが可能になる予定。 

➢ ANiSAより、台湾地震への義援金の贈呈が行われた。 

 

6. Date of Next Meeting 

➢ 2024年９月２８日 日本時間２０時 ZOOM 

総括 

 

 

全体として、終始非常に和やかな雰囲気で行われた。各国の理事は、Virtus Asia

の発展のために、積極的な意見交換に心がけ、更なる連携強化が期待される会議とな

った。但し、一方で AO Games の開催等、必要な情報のアップデートがなく、今後の

対応などに注意が必要となった。 

さて、今回の理事会は、単に Virtus Asiaとしての理事会だけではなく、「パラスポ

ーツにおける女性の現在地（意訳）」と題したワークショップが開催され、その一部とし

てセクシャルハラスメントにおける講義なども行われ（※別資料）、多くの情報が共有

されたことは大変有意義であったと思われる。また、そうした課題に対して、対面での

議論が行われ、各国における事情や事例などが共有されたことも大きな成果である。

今後も、このように、理事会以外にも、何か別のテーマを設けて話し合いをするのは非

常に意味のあることだと全員が認識できた。 

 今回、ホストとして手を挙げてくれた台湾では、NPC 台湾と Virtus 台湾が共に連

携しており（基本的には別組織であるが）、人物交流も活発に行われていた。何より、

宿泊費、食事代などの費用全てを準備してくれ、大変温かく我々を迎えてくれた。 



今回、改めて対面での開催の意義を再確認でき、来年の会議（ホスト）は、日本を含

め、各国で検討することとなった。勿論、基本的に各国とも前向きに考えており、更な

る発展が期待できそうである。 

 

 

〔活動の様子（写真）〕 

  

公式晩餐会（１） 打ち合わせ風景（２） 

  

集合写真（３） 義援金贈呈（４） 

 
 

ワークショップ（５） NPC台湾（６） 

 

 

 


